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作品「出航の朝」。暖炉の右から、２階への階段がある。 

後⽇、関係者の話から、これまで、著名な⽅々が、あの家には、宿泊されている由。 

ありがたい、特別の、おもてなしだったらしい。 

出来ることしかできないが、信頼を裏切らないようにと、今も、思っている。 

ここでの打ち合わせだけでなく、別の会⾷や打ち合わせ場所へ。 

 

 

  左上は、写真作品。下は、和紙夢絵作品。 

 

 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

サポートしていただいた、キュレイター（学芸員）の⼯房、作業場も訪ねた。 

多忙な中、親切に、サポートしていただいた次第。 

準備までの、複数回のボストン訪問。⼤変勉強させていただいた。感謝の⾔葉しかない。 

いい思い出は、⼼の財産。気さくな⼈柄で、信頼の置ける、仕事熱⼼な⼈たち。 

出会えたのが、私のラッキー。副学⻑のおかげ。感謝の⾔葉しかない。 

 

 

 

 

 

  専⾨家に、お任せするのが⼀番。 


